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素
晴
ら
し
い
成
績
を
称
え　

倶
知
安
町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
前
年
度
に
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
に
お
い
て
活
躍
し
た
選
手
・
団
体
に
、

倶
知
安
町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
を
授
与
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
ス
ポ
ー
ツ
賞
に
4
個
人
、
1
団
体
、
ス

ポ
ー
ツ
奨
励
賞
に
16
個
人
、
7
団
体
が
選
ば
れ
、
11
月
5
日
（
土
）
に
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
カ
ッ
コ
内
は
競
技
名
、
敬
称
略
、
成
績
略
）

北
海
道
新
幹
線

雪
の
影
響
を
調
べ
ま
す

　

10
月
29
日
（
土
）
役
場
庁
舎
前
で
、
倶
知
安

農
業
の
担
い
手
と
し
て
認
定
を
受
け
た
農
業
者

と
農
業
法
人
で
構
成
さ
れ
た
倶
知
安
町
認
定
農

業
者
協
議
会
主
催
の
農
産
物
即
売
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
即
売
会
は
、
農
業
者
自
ら
が
提
供
し
た

野
菜
な
ど
を
、
直
接
お
客
さ
ん
の
顔
を
見
て
販

売
す
る
こ
と
で
、倶
知
安
産
の
農
産
物
の
安
全
・

安
心
に
つ
い
て
の
理
解
を
よ
り
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
こ
の

日
は
開
催
時
間
の
前
か
ら
、
多
く
の
町
民
が
集

ま
り
、
新
鮮
で
お
い
し
い
農
産
物
を
買
い
求
め

て
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
基
幹
産
業
の
ひ
と
つ
で
あ
る
農
業

の
振
興
に
つ
い
て
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

よ
る
足
腰
の
強
い
農
業
の
確
立
や
、
そ
の
基
盤

づ
く
り
と
し
て
の
取
り
組
み
な
ど
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
中
、
こ
の

取
り
組
み
は
、生
産
者
が
直
接
消
費
者
に
対
し
、

そ
の
味
や
安
全
性
と
い
っ
た
魅
力
を
伝
え
る
貴

重
な
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

倶
知
安
町
を
走
る
新
幹
線
が
寒
冷
・
豪
雪
地

帯
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
の
地
域
に
は
な
い
条
件

の
中
で
安
全
に
運
行
す
る
た
め
に
は
雪
の
影
響

を
調
べ
、対
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
模
擬
高
架
橋
を
作
り
、
冬
の
状
況
確
認

試
験
を
実
施
す
る
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
個
人

〇
住
吉　

輝
紗
良（
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
）

〇
湊
屋　

幸
菜
（
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
）

〇
田
原　

一
晃
（
銃
剣
道
）

〇
下
村　

美
那
子
（
杖
道
）

▼
団
体

〇
倶
知
安
ク
ラ
ブ
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

▼
個
人

〇
高
橋　

泰
二
（
銃
剣
道
）

〇
木
村　

信
雄
（
銃
剣
道
）

〇
齋
藤　

純
夫
（
銃
剣
道
）

〇
杉
山　

新
吾
（
剣
道
）

〇
土
谷　

香
恋
（
陸
上
競
技
）

〇
川
中　

勇
人
（
陸
上
競
技
）

〇
紺
谷　

琢
磨
（
陸
上
競
技
）

〇
浦
田　

桜
音
（
陸
上
競
技
）

〇
廣
瀬　

雄
人
（
陸
上
競
技
）

〇
若
杉　

唯
夏
（
陸
上
競
技
）

〇
新
田　

未
佳
（
陸
上
競
技
）

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

ス
ポ
ー
ツ
賞

自
慢
の
味
が
並
び
ま
し
た

農
産
物
即
売
会

　

な
お
、
今
回
の

売
り
上
げ
の
一
部

は
、
台
風
10
号
に

よ
り
被
災
し
た
地

域
へ
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。

　
　

　

〇
中
村　

美
羽
子
（
水
泳
）

〇
大
西　

漠
（
水
泳
）

〇
吉
津　

健
太
郎
（
水
泳
）

〇
青
山
さ
く
ら
・
澤
田
彩
世

　
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ダ
ブ
ル
ス
）

▼
団
体

〇
北
部
方
面
対
舟
艇
対
戦
車
隊
（
銃
剣
道
）

〇
後
志
地
方
銃
剣
道
連
盟
倶
知
安
支
部

〇
北
陽
小
学
校
男
子
4
年
リ
レ
ー
チ
ー
ム

〇
北
陽
小
学
校
男
子
6
年
リ
レ
ー
チ
ー
ム

〇
倶
知
安
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部

〇
倶
知
安
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
（
女
子
）

〇
倶
知
安
中
学
校
水
泳
部
（
男
子
）

模擬高架橋イメージ図

高さ約 22m

長さ約 100m

幅約 12m

旧東陵中

きたろく
グラウンド

東小

模
擬

高
架

橋

問
試
験
内
容
に
関
す
る
こ
と

　

鉄
道
・
運
輸
機
構
倶
知
安
鉄
道
建
設
所

　

☎
55
―
５
９
１
５

問
模
擬
高
架
橋
の
工
事
に
関
す
る
こ
と

　

熊
谷
・
大
本
・
橋
本
川
島
・
和
工
Ｊ
Ｖ

　

☎
21
―
２
６
８
１

問
そ
の
他

　

町
ま
ち
づ
く
り
新
幹
線
課
☎
56
―
８
０
１
２

模擬高架橋設置場所

高さ約 12m



と
な
っ
て
お
り
、
町
民
の
約
4
人
に
1
人
が
65

歳
以
上
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
少
子
高

齢
化
が
進
む
中
、
町
は
、
お
年
寄
り
が
住
み
や

す
い
環
境
づ
く
り
と
同
時
に
年
少
人
口
減
少
抑

制
の
た
め
に
子
育
て
支
援
を
手
厚
く
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
お
年
寄
り
が
快
適
に
暮
ら
せ
る
住

ま
い
づ
く
り
や
若
年
層
の
定
住
促
進
の
た
め
の

住
環
境
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
高
齢
者
が
所
有

す
る
戸
建
て
住
宅
を
子
育
て
世
帯
な
ど
へ
引
き

継
い
で
い
け
る
よ
う
住
み
替
え
支
援
補
助
制
度

を
新
た
に
創
設
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
65
歳
以

上
の
方
を
対
象
と
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
改

修
に
お
け
る
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度
な
ど
も
充

実
し
て
い
ま
す
。
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人
口
の
推
移
か
ら
見
る
町
の
課
題
・
取
り
組
み

平
成
27
年
国
勢
調
査
（
確
報
値
）
公
表

　

平
成
27
年
10
月
1
日
現
在
で
実
施
し
た
国
勢

調
査
の
確
報
値
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
（
平
成
28

年
10
月
26
日
）。

　

前
回
（
平
成
22
年
）

の
調
査
結
果
と
比
較
す

る
と
総
人
口
・
世
帯
数

と
も
に
減
少
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

年
齢
区
分
別
に
見
る

と
、
年
少
人
口
比
率
・

生
産
年
齢
人
口
比
率
が

減
少
傾
向
に
あ
る
一
方

で
高
齢
人
口
比
率
は
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

今
回
の
調
査
で
は
高
齢

人
口
比
率
が
24
・
7
㌫

ひらふスキー場第１・２・３町内会地区の皆さまへ
ニセコひらふ安全センターが
ひらふ第 3駐車場へお引越しの収集方法が変わります

◆人口と世帯数の推移

7 年 12 年 17 年 22 年 27 年0

5,000

10,000

15,000

20,000

（平成）

（人）

18.1% 15.0% 13.8% 14.0% 14.1%

68.0% 68.2% 66.5%
64.5%

60.6%

13.9%
16.8% 19.7%

21.5% 24.7%

　高齢人口比率
　生産年齢人口比率
　年少人口比率

※高齢人口＝65歳以上、生産年齢人口＝15～64歳、年少人口＝0～14歳
※平成27年年齢不詳者0.6%

◆年齢区分別人口の推移 　

ま
た
、
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に
は
、
安
定
し
た
地
域
医
療
の
確
保
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
羊
蹄
山
麓
の
地
域
医
療
に
お
い
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
倶
知
安
厚
生
病
院

は
、
小
樽
市
を
除
く
後
志
管
内
に
お
い
て
唯
一

出
産
が
で
き
る
病
院
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
産
婦

人
科
常
勤
医
師
の
確
保
に
お
け
る
財
政
的
支
援

を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
子
ど
も
た
ち
に
、
よ
り
安
全
で

安
心
な
給
食
を
提
供
す
る
た
め
に
地
産
地
消
食

育
推
進
施
設
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）
を
建
設

し
ま
し
た
。
ま
た
、
待
機
児
童
の
解
消
を
目
指

す
統
合
保
育
所
の
建
設
や
旭
ヶ
丘
総
合
公
園
わ

ん
ぱ
く
広
場
大
型
遊
具
の
入
れ
替
え
や
な
ど
子

ど
も
を
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

平成 27年 増減
総人口 15,018 人 － 550 人
男 7,538 人 － 254 人
女 7,480 人 － 296 人

世帯数 6,974 世帯 － 128 世帯
※前回調査（平成 22 年）との比較

ごごみみ
　現在、ひらふ地区の家庭や事業所から排出されるごみは、サン
スポーツランドに設置したごみステーションで回収し、町が直接
ごみステーションの維持管理を行っていますが、この地区では、
冬期間の人口増加に伴い分別されていないごみが多く排出される
ため、収集業務に著しく支障が出ているという現状があります。
このような状況を踏まえ、ひらふスキー場第 1・2・3 町内会地
区では新たな排出・収集方法を試行します。なお、サンスポーツ
ランドごみステーションの閉鎖は 12 月 12 日を予定しています。

問町住民環境課環境対策室☎ 56 － 8008

〈家庭系ごみ〉
 ・居住のみの住民
　事前登録による戸別収集
 ・共同住宅（アパート、ルームシェアなど）
　事前登録によるごみステーション収集
　※住宅所有者または管理者が設置・維持管理

〈事業系ごみ〉
 ・事業所が宿舎を設置または借り上げている場合
 ・事業所が宿泊施設を宿舎としている場合
　事業所自ら搬入または許可業者に収集を依頼
　※自社の事業活動の中で排出されたごみとする　

グ
ラ
ン
・
ヒ
ラ
フ

倶知安市街地→←ニセコ町

第 1駐車場

第 3駐車場

道道 343 号道道 343 号
外観イメージ外観イメージ

↑

ヒラフ安全センター設置個所

　ひらふ坂の下、セイコーマートニセコひらふ
店隣で冬期間のみ開設しているニセコひらふ安
全センターが、今冬からひらふ第 3駐車場内
に場所を変えて運営することになりました。同
センターは、12 月 15 日から 3月頃まで警察官
が常駐し、観光客が大幅に増える冬のひらふ地
区の安全を守ります。

Ｐ


